別紙１                                                     　　　　　　　　年　月　日

令和７年度鳥獣対策優良活動表彰応募用紙

１．応募者の概要
（１）応募部門　
被害防止部門（個人・団体の別）又は捕獲鳥獣利活用部門（個人・団体の別）
（２）氏名・名称（ふりがな）
（３）代表者役職及び氏名（ふりがな）（団体の場合のみ）
（４）住所・電話番号
（５）主な組織概要・事業内容等（個人の場合は職業と主な取組内容）


２．活動地域の概要（被害の概要）
・地域の一般的な概況（位置や気候）
・農業生産額や作付面積など地域の農作物生産の状況
・鳥獣による農作物被害の概況（いつ頃から、どのような鳥獣によって、どのような被害が、どの程度発生し、現在に至るか。）

取組開始時（又は開始前）及び直近４カ年度での被害金額、被害面積
（単位：千円又は万円、a又はha）
	
	取組開始時
(又は開始前)
	○○年度
	○○年度
	○○年度
	○○年度

	（鳥獣種名）
	
	
	
	
	

	（鳥獣種名）
	
	
	
	
	

	（鳥獣種名）
	
	
	
	
	

	（鳥獣種名）
	
	
	
	
	

	（鳥獣種名）
	
	
	
	
	

	地域全体の
合計被害金額
	
	
	
	
	

	被害面積
	
	
	
	
	


※上位５鳥獣種の取組開始時（又は開始前）及び直近４年度分以上の被害金額を記載。
※被害面積は、取組開始時（又は開始前）及び直近４年度分以上必要に応じて、活動地域の合計面積とするが、必要に応じて、作物別、鳥獣種別、集落別等で記載。

３．活動の動機、活動開始時期、発展過程




４．活動の内容
応募部門の審査基準に沿った（１）から（５）の項目について、応募者が取り組んでいる活動内容を年度や数値を含めて記載。（各項目の例を参考に応募部門に関係する活動の内容を具体的かつ詳細に記載願います。）

ア．被害防止部門
（１）地域一体的な活動
例）① 生息状況の把握
生息調査、集落環境診断の実施等、集落マップの作成、被害防止計画の作成、他の集落や市町村との連携等

② 生息環境管理
緩衝帯の整備、放任果樹の除去等に係る合意形成の取組、実施体制・実施方法・役割分担、実施状況、他の集落や市町村との連携等

③ 被害防除
　追い払い、侵入防止柵の設置状況等に係る合意形成の取組、実施体制・実施方法・役割分担、実施状況、他の集落や市町村との連携等

④ 個体数調整
捕獲方法、捕獲数の推移等に係る合意形成の取組、実施体制・実施方法・役割分担、他の集落や市町村との連携等

⑤ 鳥獣被害対策実施隊の設置
実施体制、役割分担、活動内容、他の集落や市町村等の人材の活用等


（２）技術上の工夫
例）① 生息状況の把握
生息調査、集落環境診断の実施等に係る技術上の創意工夫（技術開発を含む。）、ICT等の先端技術・機器の活用等

② 生息環境管理
緩衝帯の整備、放任果樹の除去等に係る技術上の創意工夫（技術開発を含む。）等

③ 被害防除
追い払い、侵入防止柵の設置状況等に係る技術上の創意工夫（技術開発を含む。）、ICT等の先端技術・機器の活用等

④ 個体数調整
捕獲方法、捕獲数の推移等に係る技術上の創意工夫（技術開発を含む。）、ICT等の先端技術・機器の活用等

⑤ 鳥獣被害を軽減するための営農管理技術の導入等

（３）人材育成活動
例）① 地域における被害防止活動の担い手育成活動等
狩猟免許取得のための講習会の開催、担い手（地域のリーダーや、捕獲従事者等）に対する捕獲技術、柵や緩衝帯の設置・管理等に係る講習会の開催、OJTの取組等

② 農業技術（ICT技術等）の普及啓発等

③ 人材育成活動に係る他の集落や市町村等と連携した取組等

（４）普及啓発活動
例）① 地域住民等に対する対策技術の普及啓発活動等
講習会や外部講師等を招いた研修会、先進地視察の実施等
広報や情報誌等による紹介、学校等への出前授業、交流会やイベントの実施等

② 他の集落や市町村等の先進地域の視察、視察の受入れ等広域的な取組等
他集落や他市町村に対する説明会の開催や講演の実施、外部視察の受入れ、先進地域の視察の受入れ等

（５）継続的な活動
例）① 活動を継続的に実施するための工夫及び仕組みづくり等
被害防止活動と地域活性化の取組の連動、再生させた耕作放棄地等からの販売収益の利用、広域での資金募集を含む住民による基金の創設等

② 他の集落や市町村等との連携等


注１：（１）から（５）の取組の裏付けとなる参考資料（契約書の写し、要領、新聞、入力データの打ち出し、カタログ、図面、写真等）を添付すること。
注２：その他特徴的な取組があれば、（１）から（５）の項目を踏まえて追加記入すること。




イ．捕獲鳥獣利活用部門
（１）地域一体的な活動
例）① ジビエ等利活用の取組が地域住民との合意形成の下、実施されている等

② 鳥獣被害対策実施隊との連携
実施体制、役割分担、活動内容、他の集落や市町村等の人材の活用等

③ 捕獲活動とジビエ等の処理加工・販売を一体的に実施する体制の構築、他の集落や市町村と連携した取組等

（２）技術上の工夫
例）① 国や都道府県独自の制度による認証の取得（又は、取得予定）や、国のガイドラインや独自に定めたより高度な基準に基づく衛生管理等の実施、衛生管理の強化に向けた工夫等

② 処理加工や安全性の確保、品質向上に向けた工夫及び技術開発等

③ ICT等の先端技術や機器の活用及び処理加工技術の高度化等

④ 地域の実態に応じたジビエ等利活用の技術や地域活性化に繋がる商品開発上の創意工夫等（技術開発、商品開発を含む。）

（３）人材育成活動
例）① ジビエ等利活用等の担い手育成活動等
担い手（処理加工の技術者や、ジビエに適した捕獲から施設搬入までの衛生管理の知識を有する捕獲従事者等）に対する講習会の開催、OJTの取組等

② 人材育成活動に係る他の集落や市町村等と連携した取組等

（４）普及啓発活動
例）① 地域住民等に対するジビエ等利活用に係る技術の普及啓発活動等
衛生管理等に係る講習会や外部講師等を招いた研修会、先進地視察の実施、他の集落や市町村等からの研修の受入れ等
広報や情報誌等による紹介、学校等への出前授業、ジビエの給食利用、交流会やイベントの実施等

② 他の集落や市町村等の先進地域の視察、視察の受入れ等広域的な取組等
他集落や他市町村に対する説明会の開催や講演の実施、外部視察の受入れ、先進地域の視察の受入れ等
③　全国的にジビエ等利活用に貢献する取組等
住民向けのイベントでのジビエの提供やワークショップでの広域的なジビエ等利活
用等

（５）継続的な活動
例）① 活動を継続的に実施するための工夫及び仕組みづくり等
ジビエ及びその加工品の需要・消費拡大、衛生管理の強化に関する取組、ペットフード・動物園での利活用、肉以外（皮・骨）等の利活用等

② 処理加工施設の整備等（他の集落や市町村からの受入れ、他の集落や市町村の施設の利用を含む。）

③ 他の集落や市町村等との連携等

注１：（１）から（５）の取組の裏付けとなる参考資料（契約書の写し、要領、新聞、入力データの打ち出し、カタログ、図面、写真等）を添付すること。
注２：その他特徴的な取組があれば、（１）から（５）の項目を踏まえて追加記入すること。

５．活動の成果
（例）
・活動の定着化及び地域内外への波及
・農作物被害金額、被害面積等の軽減
・地域活性化への貢献、地域の所得向上に係る貢献　等
・耕作放棄地の解消
（単位：ａ又はha）
	
	取組開始時
(又は開始前)
	○○年度
	○○年度
	○○年度
	○○年度

	面積
	
	
	
	
	



・捕獲頭数の推移
（単位：頭（羽・匹））
	
	取組開始時
(又は開始前)
	○○年度
	○○年度
	○○年度
	○○年度

	（鳥獣種名）
	
	
	
	
	









・捕獲鳥獣利活用の推移
（単位：頭（羽・匹）、％）
	
	取組開始時
(又は開始前)
	○○年度
	○○年度
	○○年度
	○○年度

	（鳥獣種名）
	（頭数）
	
	
	
	

	
	（割合）
	
	
	
	



（注）全国で活動する応募者は、本応募に関係する各地域ごとの活動に伴う成果を記載する。



６．今後の活動方向

７．その他
・活動に関する参考資料

（記載に当たっての留意点）
  ・別添参考資料「記載に当たっての留意事項」を参照



- 1 -
